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小学校低学年の部 

最優秀賞 

 

ひいおじいちゃんの人生 

長浜市立高月小学校 

２年 北川
きたがわ

 湊
みなと

 

 

 ぼくのひいおじいちゃんは、９６才で今

年の冬に亡くなりました。ぼくにとっての

ひいおじいちゃんは、おかしをくれたりじ

ょうだんを言って笑わせてきたり、登校を

する時には心配して見にきてくれるやさし

いひいおじいちゃんでした。ひいおじいち

ゃんのごはんをもっていったりおてつだい

をすると、おこづかいをくれたりぼくたち

がくるととてもうれしそうな顔をしてくれ

てとてもうれしかったです。時々ねている

ふりをしてぼくたちが近づくととびおきて

びっくりさせてくるおちゃめなひいおじい

ちゃんでした。 

ひいおじいちゃんのおそうしきで、わか

かったころの話をたくさん聞ました。ひい

おじいちゃんは、すごくしっかりした長男

で勉強をとてもがんばって、はじめてその

村で学校の先生になれそうな一歩手前でひ

いおじいちゃんのお父さんが仕事でけがを

してしまってはたらけなくなりました。な

ので家ぞくのためにゆめをあきらめてはた

らかなければなりませんでした。その後も

けっこんして四人の子どもをそだてるため

に田んぼや夜きんをしたり、ひっしではた

らいていたと聞きました。自分がゆめをあ

きらめてしまったので、子どもにはすきな

ことをして生きてほしい。と言っていたそ

うです。また亡くなる直前に「みんなでなか

よくしろよ。」と言っていました。 

ぼくは、その話を聞いてはじめは、かわい

そうだと思いました。自分のゆめをあきら

めて人生を家ぞくのためにぎせいにして。

でもおそうしきの時に「９６才まで元気に

生きれてまごが九人、ひまごが十人もいて

にぎやかでしあわせな人生やな」とたくさ

んの人が言っていました。その時ぼくは、ふ

しぎな気もちになりました。ゆめは、あきら

めたかもしれないけど、子どものためには

たらいて、子どもとあそんだり家ぞくがど

んどんふえていくことがうれしくてしあわ

せだと思っていたと思います。ぼくが生ま

れた時もびょういんまできてくれてとても

うれしそうな顔でだっこしてくれていたそ

うです。ぼくもその話をきいてうれしかっ

たです。 

ひいおじいちゃんが亡くなってからおき

ょうを読んでひいおじいちゃんのことを思

いだしています。ひいおじいちゃんの家に

行っても、もういないしさみしいけれど一

人になってしまったひいおばあちゃんがさ

みしくならないようにあいに行ける時はあ

いに行っていっぱい話をしたいと思います。

ぼくもひいおじいちゃんみたいに、人にか

こまれた人生をあゆんで行きたいと思いま

す。 
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小学校中学年の部 

最優秀賞 

 

ぼくにできること 

近江八幡市立八幡小学校 

４年 松井
ま つ い

 奏
そう

 

 

 妹をうみ、育てるために仕事を休んでい

たお母さんが、４月からまた仕事を始めま

した。その日からぼくたちの生活は大きく

変わりました。 

 今まで毎日、「いってらっしゃい」と「お

かえり」を言ってくれていたのはお母さん。

でも今は、ぼくが言うようになりました。テ

レビを見たりゲームをしたり、本を読んだ

りピアノの練習をしたりする時間がへりま

した。ねる時間もおそくなりました。お母さ

んと話す時間も少なくなってしまいました。

家に帰ってきたらすぐに、ごはんと、おふろ

と、あとはねるだけ。お父さんとお母さんは、

その間にごはんの用意をして、ぼくと弟の

宿題チェックにせんたく物のかたづけ。ぼ

くたちがねてから、そうじとせんたくと、仕

事をしているようです。さびしい気持ちも

あるけれど、お父さんとお母さんが仕事を

がんばってくれているのは、ぼくたちのた

めだって分かっています。ぼくたちは元気

に学校に通っているし、習い事にも行ける

し、外食や旅行に行けてうれしいです。 

 毎日いそがしそうなお父さんとお母さん

を見て、ぼくに何かできないかな、と考えま

した。ごはんを作る、せんたくをする、そう

じをする……と考えてみたけれど、それを

全部、最初から最後までするのは今のぼく

にはむずかしい。でも、ごはんをよそうとか、

お茶わんやお皿を運んだり、お茶をいれた

りすることは、ぼくにもかんたんにできま

す。自分のせんたくものをたたんでかたづ

けたり、部屋のそうじをしたり、引き出しの

整理整とんをしたりもできます。妹がちら

かしたおもちゃのかたづけもできます。朝、

なかなか起きない弟を起こしたり、弟たち

と３人でおふろに入ったり、妹と遊んだり

もしています。大好きなお父さんとお母さ

んのために、お兄ちゃんとして、家族の一員

として、何か役に立ちたいと思っています。 

 学校での勉強や、習い事もがんばりたい

です。お父さんとお母さんがおうえんして

くれているから、それにこたえたいです。 

 他にもぼくに何かできるかなと思って、

お父さんとお母さんに聞いてみたら、「元気

で学校に行ってね」「むりしすぎないで、自

分の目ひょうに向かってこつこつ努力して

ね」と言われました。それから、「お父さん

とお母さんがつかれていたら、きょうだい

みんなでぎゅっとしにきてね」とも。 

 お父さん、お母さん。健康に気をつけて仕

事がんばってね。ぼくはぼくにできること

をするよ。つかれていたら、弟と妹に集合を

かけて、ぎゅっとしにいくよ。もしぼくがつ

かれた時は、二人でぼくをぎゅっとしてね。 
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小学校高学年の部 

最優秀賞 

 

おじいちゃんとの約束 

大津市立晴嵐小学校 

５年 山崎
やまざき

 祥章
よしあき

 

 ぼくはおじいちゃんに「（サッカーの）試合で１

点決める。」と約束しました。おじいちゃんは一生

けん命に声を出して、「がんばれ。」と言ってくれ

ました。その時の「がんばれ。」と「ありがと

う。」が最後の会話でした。 

 ５月１８日の試合で、ぼくは久しぶりに試合に

出られました。ぼくは相手チームの動きをよく見

て、「今や！」とシュートしました。それからもう

１点決めました。ぼくは約束が守れてほっとしま

した。夕方に病院に行ったおばあちゃんがおじい

ちゃんに報告してくれました。小学生はお見まい

に行けないから、お母さんがお見まいに行った

時、ビデオ電話でぼくも言おうと思ってました。

でも、その日の夜におじいちゃんは亡くなりまし

た。 

ぼくの父方のおじいちゃんは、ぼくが１年生の

時に階だんから落ちて頭を打って、体が悪くなっ

ていきました。なん病がわかって、どんどん歩け

なくなって、いっしょに散歩できなくなりまし

た。なんとか外を見せてあげたくて外でイスにす

わらせてあげました。鳥の鳴き声や虫の声を聞い

たり、近所の人にあいさつしたり、風がふいた

ら、「あー、いい気持ちやな。」と喜んでくれまし

た。    

 トイレにゆっくり行っていた時はお手伝いをし

たかったけど、おじいちゃんは体が大きくて、ぼ

くがこけそうになりました。部屋にトイレができ

ても、おむつになった時も、ぼくはおじいちゃん

を助けてあげられなくて悲しかったです。おじい

ちゃんはぼくに勉強を教えてくれたり、畑で野菜

を採らせてくれたのに、ぼくは何もしてあげられ

ませんでした。 

 おじいちゃんが何でも食べられた時は大好きな

チキンを買って行きました。おじいちゃんが好き

な食べ物やおいしい物があると、いつもお母さん

が買ってました。おじいちゃんが元気だった時は

何でも「うまいうまい。いけるいける。」って、お

いしそうに食べてくれました。そのおじいちゃん

の声がお母さんはわすれられなくて、お母さんは

おじいちゃんが何も食べられなくなってしまうま

で、食べ物を買ってました。 

 おじいちゃんがまだしゃべれた時はいっぱいし

ゃべったし、ぼくと妹のサッカーをおうえんして

くれました。いつも「よっちゃんはできるぞ！が

んばれ。」と言ってくれました。あまりしゃべれな

くなってからは「しりとり」をして、おじいちゃ

んが言葉をわすれないでほしいと思いました。し

ゃべれなくなってからは、ぼく達がしゃべるのを

ニコニコして聞いて、よくわらってくれました。 

 おじいちゃんの思い出はたくさんあって、おじ

いちゃんはプロ野球が大好きでした。ベッドにね

るしかできなくなってからも、好きなチームをお

うえんしていました。だから家にあった小さいテ

レビを、おじいちゃんが見やすい所に置きまし

た。そして、みんなでおうえんしました。勝った

時は喜びのタッチをしました。楽しい時間でし

た。 

 それからおじいちゃんは、ひいおじいちゃんと

ひいおばあちゃんの月命日には必ず読経をしてい

ました。でもねたきりになって、できなくなって

しまいました。ぼくはおじいちゃんがこのことが

一番気になっていると知ってました。だからユー

チューブを見て勉強して、ひいおじいちゃんとひ

いおばあちゃんの命日だけだけど、ぼくが代わり

に読経をするようになりました。おじいちゃんは

ぼくに手を合わせてくれました。 

 おじいちゃんとの「１点決める。」の約束は守れ

たから、お別れの時、おじいちゃんに言いまし

た。 

「これからもぼくは何でもがんばる。みんなを大

事にする。じいじの月命日とひいじいじとひいば

あばの命日はぼくが読経するから大じょうぶや

で。じいじをずっとわすれません。じいじ大好

き。ありがとう。」 
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小学校低学年の部 

優秀賞 

 

とくべつなきんようび 

彦根市立稲枝東小学校 

１年 冨士田
ふ じ た

 勇仁
ゆ う じ

 

 

 ぼくのおうちは、きんようびにお

かしぱーてぃーをします。おかしぱ

ーてぃーでは、いっしゅうかんのた

のしかったことやおともだちのか

っこいいところやかなしかったこ

と、おこられたことなどをかぞくに

はなします。 

 はじめてのさんすうのてすとで、

わからなくてせんせいにきいても

てすとだからおはなししないよと

いうことをいわれてかなしくてな

いてしまいました。それでもてすと

はさいごまでじぶんでかんがえて

がんばることができました。このこ

とをおかしぱーてぃーではなすと、

おにいちゃんからは、わかるところ

からしたらいいよとあどばいすを

してもらいました。ままとぱぱから

は、さいごまでがんばれたことをほ

めてもらいました。いつも、みんな

におはなしをきいてもらってうれ

しくなります。そしてきょうだいの

おはなしをきいて、そんなことがあ

ったのかとはっけんすることもあ

ってたのしいです。ききたいことが

あるときは、てをあげてしつもんを

したりしずかにきくことをたいせ

つにしています。 

 さいごには、みんなでじゅーすを

もって、「かんぱーい」としておかし

をたべます。ぼくは、このとくべつ

なきんようびがたのしみでまちど

おしいです。これからも、かぞくで

おはなしをするじかんをたいせつ

にしたいです。 
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小学校低学年の部 

優秀賞 

 

ぼくのひいおじいちゃん 

長浜市立小谷小学校 

２年 加藤
か と う

 壮
そう

真
ま

 

 

ぼくのひいおじいちゃんが、６月１

１日になくなりました。ぼくのこころ

の中には、ひいおじいちゃんとの思い

出がいっぱいあります。 

５年前、ぼくはかな川けんからしが

けんにひっこして来ました。じぶんの

家ができるまで、よくひいおじいちゃ

んもいっしょに、みんなでごはんを食

べました。ひいおじいちゃんはおさけ

をのむとたのしくなって、ぼくをわら

わせようとして話しかけたりへんなか

おをしたりしました。ひいおばあちゃ

んには、 

「はよ食べて。」 

とおこられていたけれど、ひいおじい

ちゃんと食べるごはんはとてもにぎや

かでたのしかったです。 

小学校の入学しきの時には、学校か

ら出たら、ひいおじいちゃんが、校も

んからのぞいていて、 

「おめでとう。」 

と言ってくれてたのをおぼえていま

す。それからも学校に行く時まい日見

おくってくれました。 

ところが、２年生になって、ひいお

じいちゃんは見おくりに出てこなくな

りました。ひいおばあちゃんが、 

「おじいちゃんはさいきん体のちょう

しがわるいん。」 

と教えてくれました。ぼくはまた元気

になって見おくってくれるだろう、と

思っていました。だけど、ある日とつ

ぜん入いんして、そのままなくなって

しまいました。ぼくは、とてもかなし

かったです。ことばではあらわせない

ほどかなしかったです。なくなったひ

いおじいちゃんのかおを見るたびに大

なきしてしまいました。もう二どと会

えないと思うと、 

「なかなくていいよ。」 

とみんなが言っても、なみだがとまり

ませんでした。 

いまでも、たのしい時、いやな気も

ちの時、がんばった時、ひいおじいち

ゃんと話したくなります。だけど、ひ

いおじいちゃんとはもう会えないし、

話すこともできません。かわりにいつ

もひいおじいちゃんのしゃしんに話し

ています。すがたは見えないけれど、

ひいおじいちゃんはいままでどおり見

まもってくれているような気がしま

す。 

ぼくはまい日かぞくと話します。会

って話すことは当たり前のことです。

だけど、ひいおじいちゃんがなくなっ

て、それはあたり前のことではないと

気づきました。だから、これからもひ

いおじいちゃんのことを忘れずに、そ

して、会って話せるかぞくとの時間を

大せつにしていきたいです。 
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小学校低学年の部 

優秀賞 

 

ぼくのたからもの 

長浜市立塩津小学校 

２年 渡辺
わたなべ

 葵斗
あ お と

 

 

 ぼくは、７人家ぞくです。大すきな家

ぞくをしょうかいします。 

 まずおじいちゃんは、はたけしごとを

がんばっています。あせをながして、い

ろんなやさいやくだものをつくってくれ

ています。だいくしごともとくいで、こ

われたものがあったらすぐになおしてく

れる、たよりになるおじいちゃんです。

つぎに、おばあちゃんは、りょうりがと

ても上手です。お店で食べるよりもおい

しくて、ぼくは、つい食べすぎてしまい

ます。あかるくて元気いっぱいのおばあ

ちゃんです。そして、おとうさんは、い

ろんなところにつれて行ってくれます。

魚つり、海水よく、たのしいことをたく

さんさせてくれます。ぼくがならいはじ

めたやきゅうにも、しごとでつかれてる

のに、ついてきてくれます。おとうさん

もやきゅうをしたことがなかったので、

いっしょにグローブを買って、れんしゅ

う中です。２人ともすこしずつ上たつし

てきました。おかあさんは、そこにいて

くれるだけでぼくを元気にしてくれる、

たいようみたいなそんざいです。ぼくが

大人になったときにこまらないように、

いろんなことを教えてくれます。だしま

きたまごは、ぼく一人でつくれるように

なりました。みんな、 

「おいしい。天才や。」 

と食べてくれて、あっというまにうり切

れです。４さいの妹は、しっかりもので

す。よくけんかもするけれどいっしょに

あそぶのがたのしいです。さいごは０さ

いのおとうとです。赤ちゃんが、おかあ

さんのおなかに来てくれたと聞いたとき、

ゆめかと思うほどうれしかったです。生

まれるまで、男の子か女の子かはないし

ょでした。ぼくは、男の子がよかったか

ら、すごくうれしかったです。生まれた

ばかりのころは、小さくて、ねたりない

たりするだけでした。でも今は、はいは

いをするし、つたいあるきもします。ぼ

くはおとうとをわらわせるのがとくいで

す。ケラケラと声を出してわらってわら

ってくれると、さい高にかわいいです。

おとうとが家ぞくにくわわって、よりに

ぎやかでたのしくなりました。ぼくたち

３人きょうだいの名前は、しりとりにな

っていて、つながっています。名前みた

いに、３人でずっとなかよく、たのしく

くらしていきたいです。 

 夏休みに、しがけんへいわきねんかん

に行きました。せんそうで、家ぞくがば

らばらにくらしたり、家ぞくがしんでし

まったりしたそうです。ぼくは、かなし

くてこわくなりました。ぼくは、大すき

な家ぞくとずっといっしょにいたいです。

はなれてくらすいとこ家ぞくや、もう一

人のおじいちゃん、おばあちゃんもびょ

う気やじこに気をつけて、長生きしてほ

しいです。ぼくには、家ぞくがいっぱい

いて、しあわせです。 
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小学校中学年の部 

優秀賞 

 

だいすきな守山とぼく 
守山市立守山小学校 

３年 種野
た ね の

 瑛友
えいすけ

 
 

 ぼくは、夏休みに家ぞくと夏まつりに行

きました。じつは、去年も行こうとしたけれ

ど着いたとたんにお客さんの人数が多すぎ

て夏まつりが中止になってしまったので、

何も楽しめなくてくやしい気持ちで帰りま

した。 

 でも、今年は、お兄ちゃんの中学校に夏ま

つりのスタッフの人が来て、 

「今年は、夏まつりがせいこうするように

しっかりじゅんびをするので、みんな来て

ください。」 

と言ってくれたと聞きました。ぼくも、夏ま

つりの前の日に、まつりのかざりやステー

ジのじゅんびをあせだくになってしてくれ

ている人たちを見ました。そのおかげで、今

年はみんなでさんかできたので、とっても

とってもうれしかったです。 

 とくに思い出にのこっているのは、屋台

で食べた守山のメロンです。とてもあまく

て、おかわりしたいくらいおいしかったで

す。そして、まつりのさい後のちゅうせん会

は、当たるかな、当たるかな、とワクワクド

キドキしてあせが出るほどでした。けっき

ょく、ぼくは、何も当たらなかったけど、と

ても楽しい夏まつりでした。 

 また、ぼくはお母さんとかつべ町内会の

水フェスタにも行きました。それは、かつべ

の中水川という川にみんなで入って、水中

の生き物をあみでつかまえて、調さする活

動です。生き物の名前やつかまえかたなど

は、びわ湖はく物館の先生が教えてくれま

した。 

 ぼくのお父さんも朝早くから、町内会の

スタッフとして水フェスタのじゅんびをし

てくれていました。そして、フェスタのさい

中は川の横を車が通るときは、あぶなくな

いように気をつけたり、川でケガをしない

ように見守ってくれたりしました。そのお

かげでぼくたちは事こやケガもなしで安心

して楽しくさんかできました。 

 この水フェスタで、ぼくはザリガニをた

くさんつかまえることができました。ザリ

ガニはみんなで四百ぴきい上とれたそうで

す。また、今まで知らなかった魚の名前を教

えてもらって、そんな魚が守山の川にいた

んだ！とおどろきました。そこで、学校の友

だちに会えたこともうれしかったです。 

 そして、来週にはお父さんと守山の木工

教室にもさんかする予定なので、とても楽

しみです。夏休みはいろんなイベントにさ

んかできるけれど、それはイベントの計画

をしたり、じゅんびや後かたづけを一生け

んめいがんばってくれる人たちがいるから

だということがわかりました。だから、ぼく

はその人たちに「ありがとうございます。」

と言いたいです。 

 これからは、ぼくもかつべ町内会や守山

のために何かできることをしたいなと思い

ました。たとえばゴミ拾いやあいさつなど

です。そうしたら、みんながえ顔で気持ちよ

くすごせるようになると思います。そして

守山のまちが好きな人がもっとふえるよう

になるとうれしいです。 
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小学校中学年の部 

優秀賞 

 

おじいちゃんのやさしさ 

竜王町立竜王西小学校 

4年 國岡
くにおか

 大翔
や ま と

 

 

 ぼくのおじいちゃんは、すごいなと思う

ところがたくさんあります。 

 おじいちゃんは何かものがこわれたりす

ると、すぐに直してくれて、とてもたよりに

なります。他にも、しょうぎやコマがとく意

で、いつもぼくに教えてくれます。ぼくがな

かなかできなくても、見本を見せてくれた

り、できるようになるまで何度も教えてく

れたりします。 

 その中でも、ぼくが一番すごいなと思っ

たことがあります。いっしょにごはんを食

べていた時に、おじいちゃんが 

「これおいしいからやまとも食べるか。」 

とおさし身をくれました。 

「おいしい。」 

と言ってぼくが食べてるのを見て、おじい

ちゃんはにこにこうれしそうにしていまし

た。 

「おじいちゃんはいいから、たくさん食べ

なさい。」 

と言って、たくさんおさし身をくれました。 

食べ終わった時に、さっきのおさし身が最

後の一切れだったことに気づきました。お

じいちゃんはおさし身が大好物なのに、自

分はほとんど食べずに、ぼくにたくさん食

べさせてくれました。 

 おじいちゃんはいつもおいしいものがあ

ると自分の分がなくなってしまってもぼく

に食べさせてくれます。そして、ぼくがおい

しそうに食べてるのを見て、とてもうれし

そうにしています。ぼくだったら、おじいち

ゃんみたいに自分のことよりも、だれかの

ためにゆずってあげたりできないかもしれ

ません。おじいちゃんが、人にゆずってあげ

られるのは相手によろこんでほしいからや、

人がよろこんでいるところを見ると自分も

うれしくなるからだと思いました。だれか

がよろこんでいることを自分のことのよう

によろこべるのは、その人のことを思いや

る気持ちがないとできないと思います。 

 ぼくは、いつも人を思いやれるおじいち

ゃんをそんけいしています。そして、そんな

おじいちゃんが大好きです。ぼくもおじい

ちゃんのように、だれにでも思いやりを持

って行動できるやさしい人になりたいです。 
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小学校中学年の部 

優秀賞 

 

「私のい場所」 

長浜市立速水小学校 

4年 山下
やました

 晃生
み つ き

 
 

 私にはたくさんのい場所があります。学

校や学童、それから大すきなよごのおばあ

ちゃんのお家です。学校や学童には友達が

いっぱいいるし、先生たちもいろいろなこ

とを考えて私たちを楽しませてくれます。

今年の夏は学童でおとまり会もあってとっ

ても楽しみです。 

 おばあちゃんのお家は、台所のにおいが

とてもやさしいです。そのやさしいにおい

はおばあちゃんと同じにおいで、私をいつ

もほっと安心させてくれます。 

 ある日、私が家で歌いながら大すきなダ

ンスをノリノリでおどっていると、お母さ

んがニコニコしながら、 

「みつきは自由やなぁ。」 

としみじみ言いました。だから私は、 

「べつにいいやん。家で自由にできへんか

ったらどこでやるんよ。」 

と答えました。するとお母さんは大わらい

しながら、 

「ほらほうか、ありがとな。」と言いました。 

 私がいつも自由でいられるお家は、私の

一番のい場所なんだなと思いました。他に

もい場所はあるけれど、お家以上に安心で

きる場所はないし、私にとってやっぱりと

くべつなんだなと思いました。 

 二番目のお兄ちゃんは、ゲームをいっし

ょにやりながら教えてくれてやさしいし、

一番目のお兄ちゃんは、小さなお父さんみ

たいで安心するし、お父さんは、私といっし

ょにふざけたり遊んだりしてくれるし、お

母さんはいつでも、私の味方でいてくれま

す。だから私は、いつもお家で自由でいられ

ます。自由でいられるのは、こんな楽しい家

族に包まれているからだと気づきました。

家族のみんなも、そう思ってくれていると

うれしいです。 

 これからもお家は、私や家族のみんなが

いつでも自由にいられる場所であってほし

いです。 

 お家にだれかが帰ってきた時には、いつ

もうれしくて、 

「おかえり。」 

とむかえに行きます。私もお家に帰ってき

てげんかんをあけると毎回、 

「ただいま。」 

と言います。家族みんながそろうのは毎日

夜おそいけど、みんながそろうとやっぱり

安心するなと思います。 

 自由でいられて、安心できる私のお家は、

やっぱり私にとって一番のい場所です。こ

れからも私のい場所はここにありつづけて

ほしいです。 
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小学校高学年の部 

優秀賞 

 

「おばあちゃんの梅干し」 
長浜市立高月小学校 

６年 石川
いしかわ

 七菜
な な

 

 

 

 私の祖母の梅干し作りは、毎年６月ごろから

始まります。昔は、大きな梅の木があり、代々

その梅で梅干しを作っていましたが今年は祖母

が何キロもの梅を用意しました。 

「今年もたくさんの梅干しを作るわな。」 

といつも、この時期に祖母は、意気込んでいま

す。私はそんな祖母を見るとワクワクしてきま

す。なぜなら、私は、祖母の作る梅干しが大好

きだからです。 

 まず、用意した梅を水できれいに洗い、表面

の水分を拭き取ります。私がそこで楽しみにし

ている事は、梅のへたとりです。へたは、つま

ようじで梅を傷つけないように優しく取ります。

大きなガラスの瓶に塩と梅を交互に入れます。

そして梅に重しを乗せます。次に、水分が出た

ら赤紫蘇を入れ、色が付いたら天日干しをしま

す。祖母と大きなザルを外に運んで梅干しをて

いねいに並べます。梅が赤く染まっていてとて

もきれいでした。私は、梅干しを作るのがこん

なに手間と時間がかかる事を知りました。梅干

しは、大切に扱わないと、すぐにカビが生えて

しまうので私は、手を清潔に気をつけました。 

 週末は遠くに住んでいる、いとこたちとも一

緒に梅干し作りに参加しました。祖母も久しぶ

りに孫たちに囲まれて、とても嬉しそうでした。

みんなは、梅干しの事について祖母にたくさん

質問していました。私は先に祖母にいろいろ教

えてもらっていたので、いとこたちに知ってい

ることを話してあげました。いつの間にか梅干

しの話だけではなく、学校の話や部活などの話

題でみんなで盛り上がりました。また、楽しい

話だけでなく、悩んだり、辛い悲しい気持ちに

なった話も家族に聞いてもらうだけで気持ちが

楽になりました。 

 祖母の話によると昔は、家族たちや親戚たち

で協力してそれぞれの家でお茶のさいばいもし

ていたそうです。それを聞いて、昔の方が今よ

りずっと家族同士の会話が多かったのかなと思

いました。少しずつ時代が変わって生活の様式

も変わっていき、家族がみんなでゆっくり過ご

す時間も減ってきていることに気づきました。 

 祖母が台所から、休けいにと、去年の梅シロ

ップで梅ジュースを作ってきてくれました。梅

干しに続きみんなが大好きなジュースです。梅

のいい匂いが広がります。梅干しの作業で梅を

一粒ずつ、きれいに並べて、落とさないように、

しんちょうになり疲れていたので、のどがかわ

いていました。みんな梅ジュースを沢山おかわ

りしました。１年つけ込んだ梅は、とても甘く

て、美味しかったです。 

 ジュースを飲みながら、私は、考えていまし

た。毎年こうやって、梅干し作りができたらい

いなと思いました。来年もまたみんなでいろん

な話題を持ち寄って、祖母にそれぞれの成長を

聞いてもらいたいなと思いました。そして、祖

母に教えてもらった梅干し作りを自分でもいつ

か作ってみたいです。 

 夏休みには、今年の梅干し作りも、終番に近

づいてきました。もう一回、梅干しを天日干し

をする予定です。きっと、太陽の光をたくさん

浴びて、色が今よりも、もっとこいピンク色に

なるのかなと、思っています。今からとても楽

しみにしています。 

 今朝も、祖母の梅干しを食べました。すこし、

すっぱいところもありましたが、口の中に梅干

しのかおりが広がりました。朝から体が元気に

なりました。今年の梅干しを味見するのがとて

も楽しみです。 
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小学校高学年の部 

優秀賞 

 

「お母さんの言葉」 

彦根市立旭森小学校 

６年 大堤
おおつつみ

 千世
ち よ

 

 

私は５年生の３学期くらいから友だち関係で

悩んでいました。私と友だち二人はいつも三人

で学校の中でもクラスがちがっても休み時間

になれば一しょに遊ぶなどとても仲よしでした。

でもいつからか私は友だち二人だけで仲よく、

私だけ一人になっている気がしてとても不安で

悲しい気持ちになることが多くなってきました。

友だち二人を見るだけでつらい気持ちになって

なみだが出てきて、泣いていました。「もう学校

へ行きたくない、二人を見たくない、会いたくな

い」と思いました。 

家ではずっと泣いていて、朝も起きれなくなり

ました。私のお母さんは「車でおくっていってあ

げるから、学校へ行きなさい。」と言って車で毎

日送ってくれました。教室や職員室まで連れて

いってくれたりするときもありました。それでも友

だち二人が見えるから教室に入れなくて、ちが

う教室でプリントをしたり、先生に話を聞いても

らったりしました。 

家に帰るとまた泣いて、お母さんに自分の気

持ちを聞いてもらったり、たくさんお母さんと話

をしました。お母さんは「仲よしのお友だちを作

るのは大事なことだけど、その子だけ仲よくする

のではなく、いろんな人と話したりして、いろん

な子と仲よくなったほうがいいよ」と言ってくれ

ました。私は泣きながらでも「そうだな。いろん

な子と仲よくなったほうが楽しいし、その子だけ

ってなると、その子がいないときに一人になるほ

うがいやだな」と思いました。でも次の日、学校

に行くと、お母さんの言葉を思い出しても頭で

分かっていてもつらくて泣いてしまって、教室の

中にも行けませんでした。相談の先生がいる教

室に行ったりもしました。その先生は、「いつで

も困ったときやつらいなと思ったときはいつでも

きていいよ」と言ってくれました。そして、「先生

も友だちとえんを切ったことあるよ。でもそれで

気が楽になったよ。」と教えてくれました。お母さ

んやいろんな先生の話を聞いたり、話をするこ

とで私の考え方もだんだんかわっていきました。

少しずつ教室にも入れるようになってきて、いろ

んな子とたくさんしゃべるようになりました。それ

でもまた悲しくなって泣いて帰って、お母さんに

「また泣いてるの。」とおこられたときもありまし

た。お母さんも泣いていました。「何があっても、

ちよの味方だから」「自分の考え方がかわらな

いとずっとこのままだよ。」とやさしく言われまし

た。私のお母さんは仕事があっても毎日学校ま

で送ってくれたし、たくさん私の話を聞いてくれ

て、アドバイスもたくさんしてくれました。まだ泣

くときもあるけど少しずつ私の考え方がかわっ

ていって、楽しく笑顔で学校へ行ける日が増え

ました。「何があっても、ちよの味方だから」とい

う言葉が一番うれしくて心に残っています。たく

さん泣いてケンカもしたけれど、お母さんと私の

きずなが深くなったと思います。 

お母さん、いつも私の相談のってくれてあり

がとう。私もいつまでもお母さんの味方でいた

いです。 
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小学校高学年の部 

優秀賞 

 

家族で大切にしていること 

長浜市立湯田小学校 

６年 前田
ま え だ

 千華梛
ち は な

 

 

私は、生まれつき手足が短く、低身長です。

だから、高いところには届きません。物が取れな

かったり、スイッチが押せなかったりします。長

距離は歩くのがしんどいです。階段の上り下り

も大変です。お風呂のシャワーも高いところに

あると届かないので、一人で入ると困ることが

あります。ただ低身長ということではなく、手足

が短いので、服のサイズもぴったり合うものは、

なかなか見つかりません。私にはたくさんでき

ないことや、難しいことがあります。 

私は、周りからも嫌なことを言われることが

あります。とてもつらかったです。 

でも、そんな時に一番支えてくれるのは家族

です。センサー付きの電気に変えてくれました。

服を直してくれました。台を準備してくれました。

だっこして車に乗せてくれました。階段をおんぶ

で上がってくれました。つらかった話をたくさん

聞いてくれて、私の味方をしてくれました。お父

さん、お母さん、お姉ちゃんたち、みんなで私の

支えになってくれます。 

そして、去年は足の延長手術をした後、器具

をつけていたので、普段の生活でさらに大変な

ことが増えました。痛くてつらい時もありました。

でも、家族が支えてくれました。励ましてくれま

した。だから、１年間の治療を乗りこえられまし

た。今は、運動会に向けてリハビリをがんばって

います。100 メートルを走り切りたいと思ってい

ます。 

家族がいてくれるので、できなかったことが

できるようになります。嫌なことも乗り越えられ

ます。 

私の家族は、私だけを支えているのではない

です。おじいちゃんのお世話や家事など、互い

に支えあっています。もちろん私も家族の一員

として家族を支えています。それぞれができるこ

とを分担したり、たくさん話をしていっしょに笑

い合ったりしています。家族で笑い合える時間

が増えれば増えるほど、より家族の仲が深まり、

みんなが安心して楽しく過ごせる豊かな家庭

になると思います。 

我が家では、あいさつを大切にしています。

朝起きたら「おはよう」と言います。助けてもらっ

たら「ありがとう」と言います。ご飯はみんなで

「いただきます」と言います。寝る前はみんなに

「おやすみなさい」と言います。これも笑顔にし

てくれます。ケンカをしても、あいさつをすれば

仲直りできます。あいさつで、ほっとすることが

あります。なんとなく言っているあいさつだけど、

家族を笑顔にしてくれるまほうの言葉です。家

族だけでなく、友達とも仲良くなれるまほうの言

葉です。 

これからも家族みんなで支え合って、笑顔で

過ごせたら、素敵な家族でいられると思います。

私は私の家族が大好きです。 

そして、大人になっても家族に教えてもらった

ことを大切にしていきたいです。周りの人を幸

せにできるようになりたいです。 


